
 

子どもの未来応援団報告書 

                                

 

表  題：思いが形になる、思いを形にする  周りの人を笑顔にして

いきたいな   

学校・団体名：伊那市立伊那小学校５年正組  

活動グループ名：              

担当者・教諭名：荒谷  眞治  

活動人数：３３名  

 

（１）活動を始めた理由  

５年正組では、身の回りの人がよりよい生活になることを願い、

３Ｄプリンターやマイクロビットなどの機器を用いながら、自分た

ちの思いを形にしていく活動を行ってきました。  

（２）活動内容・活動の写真（カラー）  

困ったことを解決  使う人が笑顔になるものづくり  

【自分たちの願い】  

「これまで、自分たちが作ってきたものは、使う人か

らすると実用的なところがあまりないな。もっと、実

用的に使えるものでないと」  

「自分で作ると達成感があるけど信用できる物でない

と使えない。安全性についても考えていきたいな。」  

「自分たちの考えが喜んでもらえたってどんな場面な

んだろう。絵に描いてみよう。」  

正 組 ラ ボ で つ く

ろう。  

お 年 寄 り に た の

し ん で 運 動 を や

っ て も ら う に

は 、 ど ん な プ ロ

グ ラ ム が い い ん

だろう。  

お 年 寄 り に 喜 ん

で も ら う に は ど

の く ら い の 顔 の

大 き さ に す る と

いいんだろう。  

CDラ ッ ク を つ く

っ て 整 理 し た い

な。  

 

 

 

 

   



 

【タブレット立て  つくりたいな】  

３ Dプリンターで

出力しよう。  

つかいやすいよ

うに、設計しな

おそう。  

再 度 、 ３ D プ リ

ンターで出力し

よう。  

使ってみよう。  

 

 

  

 

【これまでのあゆみ】  

 

見て知りたいな  デジタルものづくりをしている方が大事にしていること  

【 AI会話型ロボット『 Romi」を制作している方のお話をお聞きして】  

・色々なロミィの作るまでの話が参考になって良かっ

たです。  1番参考になったのは色々な表情があった

方がいいことが 1番参考になりました。ただニコニコ

してるだけじゃヘラヘラしてて嫌だて言う人もいる



 

と言う話がすごく参考になって良かったです。あと、ロミィの色んな表

情が全部可愛くてすごかったです。  

【スワニーの橋爪社長さんのお話をお聞きして】  

・スワニーさん達のお話を聞いて見て、自

分は 3Dプリンターは作られる範囲があった

と思っていたけど、そんな事なくて 3Dプリ

ンターの可能性を知りました。 AIを使う時

に AIの出したことそのままを使うだけじゃ

なくて、人間と機械の考えを使うと言う事

を知れました。まず人間が発想するから機

械も動くって言ってたから、そこをうまく

利用すれば改めて、いろんな人のために作れる気がしました。  

 その他にも、作って見たりしたら発信が大事なんだなと思いました。発

信すれば色々な人の意見が聞けるからさらにより良い物になるんだなと

思いました。 3Dプリンターを使ってアイデアをすぐ形にする事も知りま

した。  

（３）活動結果  

子どもたちは、生活しやすくなるロボットについてのアイデアを

出し合ったり、ドアストッパー、 CDケース立てを３ Dプリンターで

出力したりするなかで、友のアイデアや視点に触れていった。そし

て、そのアイデアや視点が目の前に造形され形となることへのおも

しろさや奥深さを感じていくことができた。  

また、上記おもしろさが、困りごとを解決しようとしたり、他の

学級の依頼に応えたりすることに繋がっていき、自分のつくりたい

ものを確かにしていく姿をみることができた。  
  


